
金
海
古
蹟
志
巻
十
八

と
た
り
、
圏
内
に
榎
木
の
み
存
せ
し
か
ど
、
明
治
九
年
十
月
各
街
道

一
塁
塚
駿
般
の
儀
、
内
務
省
よ
り
府
廓
へ
建
せ
ら
れ
し
故
に
や
、
共

の
後
彼
の
囲
内
た
る
榎
木
も
伐
木
し
て
、
今
は
そ
の
遺
績
を
も
絶
え

た
り
け
り
。

。
墨
模
事
略

烈
組
成
績
に
、
慶
長
九
年
二
月
四
日
。
世
子
下
v
令
。
使
v
築
=
東
海
・
東

山
・
北
陸
三
遊
星
稜
刊
と
見
b
・
線
王
代
一
覧
に
も
、
鹿
長
九
年
二
月

東
海
・
東
山
・
北
陸
の
郡
吏
に
命
じ
て
、
一
里
塚
を
築
か
せ
ら
る
と
あ

り
。
此
は
徳
川
家
の
下
知
友
る
ぺ
し
。
故
に
武
江
年
表
に
、
慶
長
九

年
甲
辰
二
月
日
本
橋
を
も
と
h

定
め
ら
れ
、
東
海
道
及
び
越
後
・
陸

奥
等
の
路
道
へ
一
里
塚
を
築
か
し
め
ら
る
。
三
十
六
町
一
旦
の
積
り
.

た
り
と
見
h
、
家
忠
日
記
に
、
慶
長
九
年
五
月
下
旬
に
至
り
て
成
就

す
と
あ
り
。
さ
れ
ば
吾
が
加
貧
困
等
の
道
路
左
る
一
里
塚
も
、
此
の

時
星
程
を
取
し
ら
ぺ
、
星
稜
を
築
か
し
め
ら
れ
し
に
や
。
一
践
に
、

一
里
塚
は
織
田
信
長
公
の
時
初
め
て
築
か
し
め
ら
る
。
共
の
頃
塚
上

に
松
に
て
も
植
う
ぺ
し
ゃ
と
奉
行
人
よ
り
伺
ひ
け
る
に
、
徐
の
木
を

植
ゑ
し
め
よ
と
仰
せ
ら
れ
し
を
、
飴
の
木
を
榎

J

木
の
事
と
心
得
‘

悉
〈
榎
木
を
植
ゑ
し
め
た
り
。
故
に
後

h

で
ま
で
も
星
稜
に
は
榎
木
を

て
正
保
之
御
給
聞
に
無
=
御
鹿
二
塁
様
、
只
今
有
v
之
哉
と
御
専
に

御
座
候
。
疋
保
之
御
倫
闘
に
無
=
御
座
二
塁
坂
、
共
後
出
来
と
申
儀
承

烏
よ
び
申
儀
無
a
御
鹿
-
候
。

一
、
往
還
道
之
外
脇
道
に
一
累
塚
御
座
候
所
も
有
'
之
候
哉
と
御
等
・

に
御
座
候
。
往
還
道
之
外
協
道
叉
は
他
国
へ
越
申
道
筋
に
も
.
前
々

よ
り
一
里
塚
無
=
御
座
-
候
。

一
、
一
回
損
壊
之
儀
、
三
十
六
町
或
は
五
十
町
を
一
旦
に
国
風
に
而
用

ひ
来
候
所
も
御
座
候
由
、
御
領
園
之
内
町
関
長
短
之
所
も
無
v
之
、
-

統
三
十
六
町
を
用
ひ
申
候
哉
与
御
棒
に
御
座
候
。
加
州
三
郡
之
分
は

-
一
統
三
十
六
町
を
一
旦
と
申
候
。
此
外
長
短
は
無
=
御
座
-
候
。
越
中
・

能
州
之
儀
も
三
十
六
町
を
一
塁
と
申
曲
、
長
短
は
無
=
御
座
-
回
日
比
御

座
候
。

一
、
石
川
郡
よ
り
他
園
へ
越
申
道
之
儀
、
正
保
之
御
給
闘
に
御
記
御

『
濁
窃
}

座
候
通
‘
木
滑
村
よ
り
に
ご
す
み
の
橋
通
り
御
公
領
瀬
戸
村
へ
之

道
.
井
木
鴻
村
よ
り
市
の
橋
通
御
公
領
荒
谷
村
へ
之
道
筋
御
座
候
0

.
此
外
に
中
宮
村
よ
り
舗
の
橋
通
り
御
公
領
尾
添
村
へ
之
道
一
筋
御
座

候
。
此
三
筋
之
外
他
聞
へ
越
申
道
無
=
御
座
-
候
。

一
、
正
保
之
御
鎗
固
に
有
v
之
遣
に
而
も
、
只
今
他
国
へ
不
v
越
道
有
v

企
部
古
蹴
志
巻
十
八

O 

植
う
る
事
と
は
成
り
た
り
と
い
へ
り
。
按
守
る
に
、
右
は
信
長
記
K
・

実
正
三
年
篠
岡
右
衛
門
尉
等
四
人
を
奉
行
と
な
し
‘
務
道
筋
庚
さ
三

間
宇
、
在
々
の
大
通
三
問
、
道
の
多
〈
曲
り
た
る
鹿
は
見
計
ひ
直
に

つ
け
、
道
の
爾
越
に
松
・
柳
を
植
ゑ
し
め
ら
れ
た
り
と
見
b
、
本
居

氏
の
玉
勝
聞
に
、
三
十
六
町
を
一
塁
と
す
る
は
、
或
設
に
、
織
聞
大

臣
の
世
よ
り
の
事
也
と
い
へ
り
と
あ
れ
ば
、
一
里
塚
は
天
正
の
初
頃

よ
り
既
に
起
り
た
る
た
ら
ん
か
。
加
能
越
三
州
の
一
里
塚
の
事
は
、

改
作
所
奮
記
に
載
せ
た
る
元
秘
十
一
年
七
月
石
川
郡
旦
正
連
名
の
寄

付
に
如
v
左
載
せ
た
り
。

御
領
国
御
紺
固
之
内
石
川
郡
之
俄
に
件

御
等
之
品
申
上
候
発

一
、
延
費
六
年
の
御
給
聞
に
、
石
川
郡
与
加
賀
郡
之
御
境
、
同
郡
と

能
美
郡
之
御
境
、
同
腐
波
郡
之
御
境
、
同
飛
州
山
境
、
何
れ
も
私
共

見
届
吟
味
仕
候
慮
、
相
逮
無
a
御
座
-
候
。

一
、
正
保
之
御
給
聞
に
、
石
川
郡
水
嶋
村
と
源
兵
衛
嶋
村
之
聞
に
一

里
塚
御
座
候
得
共
、
只
今
一
里
塚
崩
申
候
哉
無
=
御
座
-
候
。
水
嶋
よ

り
一
町
程
西
之
方
に
一
里
塚
と
相
見
ね
申
跡
一
つ
御
座
候
。
所
之
者

共
へ
も
相
噂
申
候
底
、
様
子
存
知
申
者
無
-
御
座
-
候
。

J
j
れ
ド
・
L
T
l
t

之
哉
与
御
薄
に
御
座
候
。
正
保
之
御
鎗
聞
に
有
v
之
道
筋
、
今
程
他
園

へ
不
v
越
道
、
選
締
之
道
無
a

御
座
-
候
。

一
、
源
兵
衛
嶋
よ
り
本
吉
湊
へ
之
道
‘
正
保
之
御
紛
固
に
は
一
塁
塚

も
有
v
之
道
に
候
得
ど
も
、
延
貫
之
御
給
固
に
は
水
嶋
村
よ
り
往
還
道

っ
き
有
b

之
候
。
此
儀
如
何
之
様
子
に
候
哉
と
御
噂
に
御
座
候
。
此
の

遣
先
年
は
源
兵
衛
嶋
よ
り
本
吉
湊
へ
道
付
有
v
之
候
得
共
‘
中
頃
よ
り

水
嶋
村
よ
り
遭
っ
き
往
還
仕
候
。
此
儀
如
何
之
様
子
に
候
哉
承
及
不
v

申
候
付
、
所
之
者
共
へ
も
相
等
候
慮
、
様
子
存
知
候
者
、
井
道
替
り

候
年
続
発
申
者
無
a

御
一
座
-
候
。

一
、
正
保
之
御
紛
岡
に
、
叙
村
与
白
山
村
之
間
不
v
宜
相
見
b
候
故
、

延
貫
之
御
鎗
国
之
遇
、
銀
村
を
白
山
村
之
方
へ
寄
候
へ
ば
、
叙
村
南
之

町
端
に
有
v
之
候
一
塁
域
共
寄
申
候
。
左
候
へ
ば
此
間
一
里
塚
、
正
保

之
御
紺
固
と
は
相
違
之
由
御
専
に
御
座
候
。
此
所
先
規
よ
り
一
里
塚

無
四
日
御
座
-
候
。
所
之
者
共
へ
も
相
等
候
底
、
此
所
に
一
塁
塚
有
v
之
俄
‘

不
=
承
及
-
岡
田
申
候
。
惣
而
往
還
道
之
脇
遣
に
は
一
里
塚
無
品
御
座
-
候
。

一
、
右
之
道
之
内
、
金
津
よ
り
叙
村
迄
之
問
、
国
光
寺
村
・
骨
谷
村
・

日
御
子
村
・
知
集
寺
村
、
此
村
之
上
に
蛍
り
候
-
里
塚
、
正
保
の
御
紛

園
、
延
寅
之
御
紺
固
と
は
村
之
前
後
或
は
川
を
隔
て
相
違
有
v
之
曲
、




